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２）オピオイド鎮痛薬の種類による使用方法

　オピオイド鎮痛薬は、痛みに応じた投与量の設定を行い、痛み

が出現しないように定期的に投与するが、オピオイドの種類によ

り投与量の設定の仕方や発現する副作用が異なることに留意する。

　定期的な投与開始後痛みが急に強くなるときは、その都度レス

キュー・ドーズの投与を行う。

（１）コデイン

　コデインは肝臓で代謝され、一部がモルヒネに変換されて鎮

痛効果を発揮する。

■コデイン製剤		

○　原末、１0％散、１％散、錠剤がある。（１％散は麻薬と

して規制されていない）

■使用方法例		

○　経口投与

・　開始量は、１回２0〜３0mgを４〜６時間ごと。

・　１回４0mg以上の投与が必要となる場合は、内服の負担

を考慮しモルヒネ製剤やオキシコドン製剤への変更を検

討する。

（２）トラマドール

　トラマドールは、弱いオピオイド鎮痛薬としての作用と中枢

神経におけるセロトニン及びノルアドレナリンの再取り込みを

抑制することによる鎮痛作用を併せ持っている。
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■トラマドール製剤		

○　経口剤および注射剤がある。

○　注射剤の用法は筋注のみが承認されており、持続静注・

皮下注による投与方法は確立していない。

○　セロトニン作用薬（選択的セロトニン再取り込み阻害薬

（SSRI）等）との併用は、セロトニン症候群を引き起こす

可能性に注意する。

○　高用量では痙攣発作の副作用があるため、痙攣発作の既

往がある場合や高用量を投与する場合には注意する。

○　他のオピオイド鎮痛薬と同様に便秘、眠気、悪心等の副

作用が発現する。

■使用方法例		

○　経口投与

・　開始量は、１日１00mgを４回分服。

・　維持量は、１日１00mg〜３00mg。

・　レスキューは１日量の１/８〜１/４を経口投与する。ただ

し、１日量は400mgを超えない。

・　維持量として１日300mg以上を必要とする場合は、

モルヒネ製剤などへの切替えを考慮する。

（３）モルヒネ

　モルヒネは主に肝臓で代謝され、モルヒネ-６-グルクロニド

（M６G）およびモルヒネ-３-グルクロニド（M３G）に変換される。腎

機能障害患者ではM６Gが蓄積して鎮静や呼吸抑制などの副作用

が生じやすくなることに注意する。
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■モルヒネ製剤		

○　経口剤（速放製剤、徐放製剤）、坐剤、注射剤がある。

○　速放製剤のモルヒネ内服液やモルヒネ塩酸塩錠は、痛み

が急に強くなるときのレスキュー・ドーズとして有用である。

○　経口剤で副作用が発現した場合、注射剤へ切り替えるこ

とで副作用を軽減できることがある。

■使用方法例		

○　経口投与

・　開始量は、１日２0〜３0mg。

・　維持量として1日１２0mg以上の投与量が必要な場合が

ある。

・　投与量の増減は、通常、３0〜５0%の割合で調節する。

・　投与間隔は、通常、速放製剤は４時間ごと、徐放製剤

は１２時間又は２４時間ごと。

○　持続皮下注または持続静注投与

・　１日５〜 10mgを目安に持続皮下注または持続静注と

して開始する。

・　経口投与から変更する場合は、経口での１日投与量の

1/2 〜 1/3量を目安に投与開始する。

・　持続投与中に痛みが増強したときに患者自身でレス

キュー・ドーズ投与ができるＰＣＡポンプ※（PCA（patient-

controlled	analgesia）の機能のあるポンプ）を用いる

こともできる。
※患者自身がボタンを押すことで、設定されたレスキュー・ドーズ
が注入される。
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○　直腸内投与

・　投与は経口での１日投与量の１/２〜２/３量を目安に８時間

ごと。

・　坐剤はレスキュー・ドーズとして用いることもできる。

（４）オキシコドン

　オキシコドンは主に肝臓で代謝される。

■オキシコドン製剤		

○　経口剤（速放製剤、徐放製剤）および注射剤がある。

○　速放製剤はレスキュー・ドーズに有効である。

○　徐放製剤では１日に２回の投与が可能である。

■使用方法例		

○　経口投与

・　開始量は、１日１0〜２0mg。

・　維持量として１日８0mg以上の投与量が必要な場合がある。

・　投与間隔は、通常、速放製剤は4時間ごと、徐放製剤

は12時間ごと。

○　持続皮下注または持続静注投与

・　オキシコドンとして１日１0mg程度を目安に持続皮下注

または持続静注として投与開始する。

・　経口投与から変更する場合は、経口での１日投与量の

３/４量を目安にする。

・　持続投与中に痛みが増強したときに患者自身でレス

キュー・ドーズ投与ができるPCAポンプを用いること

もできる。
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（５）フェンタニル

　フェンタニルは主に肝臓で代謝される。

■フェンタニル製剤		

○　経口剤はなく貼付剤および注射剤がある。

○　貼付剤は貼付部位を加温すると血中薬物濃度が急激に上

昇することに注意する。

○　貼付剤は、１日製剤と３日製剤がある。３日製剤では、

貼付3日目に血中薬物濃度が低下して痛みを生じる場合が

ある。（3日間鎮痛が維持できない時は、増量を行うか１

日製剤を考慮する。）

○　貼付剤の使用中のレスキュー・ドーズには、通常、モル

ヒネまたはオキシコドンの速放製剤を使用する。

○　貼付剤は皮膚や肝機能等の状態により血中薬物濃度が大

きく異なることがあり、鎮痛が困難な場合は他剤に切り替

えることを考慮する。

○　貼付剤から注射剤へ変更する時は、変更後、痛みの程度

や副作用に十分注意する。

■使用方法例		

○　貼付による投与

・　貼付の部位は発汗や体の動きなどの影響を受けにくい

部位を考慮する。

・　上腕部、大腿部、胸部、腹部等に貼付し、３日製剤は

3日ごとに、１日製剤は１日ごとに貼り替える。

・　貼付に際しては十分に圧着されていない場合、剥離な

どにより鎮痛効果が減弱することがあるので、貼付時に
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は十分に圧着を行う。

・　初回の貼付の用量は、本剤の使用前に使用していたオ

ピオイド鎮痛薬の用量を考慮する。

・　貼付部位に関して、加温、圧迫および同一部位への繰

り返し貼付は避けるよう注意する。

○　持続皮下注または持続静注投与

・　１日0．１〜0．３mgを目安に持続皮下注または持続静注と

して投与開始する。

・　持続投与中に痛みが増強したときに患者自身でレス

キュー・ドーズ投与ができるPCAポンプを用いること

もできる。
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WHO方式
がん疼痛治療法

第1段階

第2段階

第3段階

胃潰瘍or
腎障害or
出血傾向

NSAIDs

アセトアミノフェン経口剤

コデイン、ジヒドロコデイン、トラマドール

モルヒネ 腎障害

オキシコドン

オキシコドン徐放錠

経口投与

経口投与経鼻管投与

モルヒネ
徐放製剤硫酸モルヒネ徐放細粒

フェンタニル

オキシコドン注射剤

フェンタニル貼付剤
フェンタニル注射剤

モルヒネ注射剤
モルヒネ坐剤

オピオイド
未使用

鎮痛不十分

鎮痛不十分

第1段階を省略し
て第2段階に進む
こともできる。

第2段階を省略し
て第3段階に進む
こともできる。

図3-2　オピオイド鎮痛薬による疼痛治療の考え方

（経口剤、注射剤、坐剤）
No

No

No

No

Yes

No

Yes

Yes

Yes

Yes

No

Yes
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ン

プ
ル（

１m
L）

）
皮
下
注

—
—

—

フ
ェ

ン
タ

ニ
ル

デ
ュ

ロ
テ

ッ
プ

Ⓡ
Ｍ

Ｔ
パ

ッ
チ

フ
ェ

ン
タ

ニ
ル

3日
用

テ
ー

プ
１枚

中
フ

ェ
ン

タ
ニ

ル（
２.
１m

g、
４ .
２m
g、

８ .
４m
g、

１２
.６
mg
、

１６
.８
mg
）

貼
付

剤
経
皮

３0
〜３

６時
間

１7
時
間

—

フ
ェ

ン
ト

ス
Ⓡ
テ

ー
プ

１ 枚
中

フ
ェ

ン
タ

ニ
ル

ク
エ

ン
酸

塩
（

１m
g、

２m
g、

４m
g、

６m
g、

８m
g）

貼
付

剤
経
皮

２0
.１
±

６.
１時

間
２7
.１
±
１４

.１
時
間

—

ワ
ン

デ
ュ

ロ
Ⓡ
パ

ッ
チ

１ 枚
中

フ
ェ

ン
タ

ニ
ル（

0.
８４

mg
、

１.
7m
g、

３.
４m
g、

５m
g、

６.
7m
g）

貼
付

剤
経
皮

８〜
２６
時
間

２１
.５
±

５.
９時

間
—

ア
ル

チ
バ

Ⓡ
静

注
用

２m
g

1m
L中

レ
ミ

フ
ェ

ン
タ

ニ
ル

と
し

て
１m

g
注

射
剤

（
バ

イ
ア

ル（
２m
L）

）
静
脈
内

投
与
終
了
直
後

３〜
１0
分

—

ア
ル

チ
バ

Ⓡ
静

注
用

５m
g

1m
L中

レ
ミ

フ
ェ

ン
タ

ニ
ル

と
し

て
１m

g
注

射
剤

（
バ

イ
ア

ル（
５m
L）

）
静
脈
内

投
与
終
了
直
後

３〜
１0
分

—
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3．医療用麻薬の使用方法

分
類

製
品

組
成

製
剤

投
与
経
路

最
高
血
中
濃
度

到
達
時
間

半
減
期

作
用
持
続

時
間

フ
ェ

ン
タ

ニ
ル

タ
ラ

モ
ナ

ー
ル

Ⓡ
静

注
１ m

L中
フ

ェ
ン

タ
ニ

ル
ク

エ
ン

酸
塩

0.
07

８５
mg
、

ド
ロ

ぺ
リ

ド
ー

ル
２.
５m
g

注
射

剤
（

ア
ン

プ
ル（

２m
L）

）
静
注

—
—

—

フ
ェ

ン
タ

ニ
ル

注
射

液
0.
１m

g
２ m

L中
フ

ェ
ン

タ
ニ

ル
と

し
て

0.
１m
g

注
射

剤
（

ア
ン

プ
ル（

２m
L）

）

静
脈
内
、

硬
膜
外
、

く
も
膜
下

投
与
終
了
直
後

（
静
脈
内
）

１ 0
〜

３0
分
後

（
硬
膜
外
）

８.
６±

３.
３時

間
（
静
脈
内

２４
時

間
持
続
投
与
）

８ .
９±

４.
１時

間
（
硬
膜
外

２４
時

間
持
続
投
与
）

—

フ
ェ

ン
タ

ニ
ル

注
射

液
0.
２５

mg
５ m
L中

フ
ェ

ン
タ

ニ
ル

と
し

て
0.
２５

mg
注

射
剤

（
ア

ン
プ

ル（
５m

L）
）

静
脈
内
、

硬
膜
外
、

く
も
膜
下

投
与
終
了
直
後

（
静
脈
内
）

１ 0
〜

３0
分
後

（
硬
膜
外
）

８ .
６±

３.
３時

間
（
静
脈
内

２４
時

間
持
続
投
与
）

８ .
９±

４.
１時

間
（
硬
膜
外

２４
時

間
持
続
投
与
）

—

フ
ェ

ン
タ

ニ
ル

注
射

液
0.
５m
g

１ 0
mL
中

フ
ェ

ン
タ

ニ
ル

と
し

て
0.
５m

g

注
射

剤
（

ア
ン

プ
ル

（
１0

mL
））

静
脈
内
、

硬
膜
外
、

く
も
膜
下

投
与
終
了
直
後

（
静
脈
内
）

１ 0
〜

３0
分
後

（
硬
膜
外
）

８ .
６±

３.
３時

間
（
静
脈
内

２４
時

間
持
続
投
与
）

８ .
９±

４.
１時

間
（
硬
膜
外

２４
時

間
持
続
投
与
）

—

コ
デ

イ
ン

コ
デ

イ
ン

リ
ン

酸
塩

原
末

散
剤（

５g
、
２５

g）
経
口

１ .
２±

0.
６時

間
３ .
６±

0.
１５
時
間

—
コ

デ
イ

ン
リ

ン
酸

塩
散

１g
中

コ
デ

イ
ン

リ
ン

酸
塩

１0
0m
g

散
剤（

５0
g、

１0
0g
）

経
口

—
—

—
コ

デ
イ

ン
リ

ン
酸

塩
錠

１錠
中

コ
デ

イ
ン

リ
ン

酸
塩
２0

mg
錠

剤
経
口

—
—

—
ジ
ヒ
ド
ロ
コ
デ
イ
ン
リ
ン
酸
塩

原
末

散
剤（

５g
）

経
口

１ .
６0
±
0.
１２
時
間

３ .
６８
時
間

—

ジ
ヒ
ド
ロ
コ
デ
イ
ン
リ
ン
酸
塩
散

１g
中

ジ
ヒ

ド
ロ

コ
デ

イ
ン

リ
ン

酸
塩

１0
0m
g

散
剤（

５0
g）

経
口

—
—

—

あ
へ

ん

ア
ヘ

ン
散

１ g
中

ア
ヘ

ン
末

0.
１g

散
剤（

２５
g）

経
口

—
—

—

ア
ヘ

ン
チ

ン
キ

１m
L中

ア
ヘ

ン
末

0.
１g

（
モ

ル
ヒ

ネ
1w

/v
%
）

チ
ン

キ
剤（

２５
mL
）

経
口

—
—

—

ア
ヘ

ン
末

原
末

散
剤（

５g
）

経
口

—
—

—

ド
ー

フ
ル

散
１g
中

ア
ヘ

ン
末

0.
１g
、

ト
コ

ン
末

0.
１g

散
剤（

２５
g）

経
口

—
—

—

パ
ン

オ
ピ

ン
Ⓡ

ア
ヘ

ン
ア

ル
カ

ロ
イ

ド
塩

酸
塩

散
剤（

５g
）

経
口

—
—

—
オ

ピ
ア

ル
注

射
液

パ
ン

オ
ピ

ン
Ⓡ
注

１m
L中

ア
ヘ

ン
ア

ル
カ

ロ
イ

ド
塩

酸
塩

２0
mg

注
射

剤
（

ア
ン

プ
ル（

１m
L）

）
皮
下
注

—
—

—
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分
類

製
品

組
成

製
剤

投
与
経
路

最
高
血
中
濃
度

到
達
時
間

半
減
期

作
用
持
続

時
間

あ
へ

ん

オ
ピ

ア
ト

注
射

液
パ

ン
ア

ト
Ⓡ
注

１m
L中

ア
ヘ

ン
ア

ル
カ

ロ
イ

ド
塩

酸
塩

４0
mg
、

ア
ト

ロ
ピ

ン
硫

酸
塩

0.
６m
g

注
射

剤
（

ア
ン

プ
ル（

1m
L）

）
皮
下
注

—
—

—

弱
オ

ピ
ス

コ
注

射
液

弱
パ

ン
ス

コ
Ⓡ
注

１ m
L中

ア
ヘ

ン
ア

ル
カ

ロ
イ

ド
塩

酸
塩

２0
mg
、

ス
コ

ポ
ラ

ミ
ン

臭
化

水
素

酸
塩

0．
３m

g

注
射

剤
（

ア
ン

プ
ル（

１m
L）

）
皮
下
注

—
—

—

オ
ピ

ス
コ

注
射

液
パ

ン
ス

コ
Ⓡ
注

１ m
L中

ア
ヘ

ン
ア

ル
カ

ロ
イ

ド
塩

酸
塩

４0
mg
、

ス
コ

ポ
ラ

ミ
ン

臭
化

水
素

酸
塩

0．
６m

g

注
射

剤
（

ア
ン

プ
ル（

１m
L）

）
皮
下
注

—
—

—

コ
カ

イ
ン

コ
カ

イ
ン

塩
酸

塩
原

末
散

剤（
５g
）

経
粘
膜
鼻
腔
内
、

点
眼
、
外
用

４１
.２
±
１１

.３
分

〜
９0
.7
±

１５
.0

分（
鼻
腔
内
）

６５
.0
±
９.
４時

間
〜
６８

.３
±
１４

.９
時
間 （

鼻
腔
内
）

—

ケ
タ

ミ
ン

ケ
タ

ラ
ー

ル
静

注
用

５0
mg

５m
L中

ケ
タ

ミ
ン

と
し

て
５0
mg

注
射

剤
（

ア
ン

プ
ル（

５m
L）

）
静
脈
内

—
４時

間
—

ケ
タ

ラ
ー

ル
静

注
用
２0

0m
g

２0
mL
中

ケ
タ

ミ
ン

と
し

て
２0
0m
g

注
射

剤
（

バ
イ

ア
ル

（
２0

mL
））

静
脈
内

—
４時

間
—

ケ
タ

ラ
ー

ル
筋

注
用
５0

0m
g

１0
mL
中

ケ
タ

ミ
ン

と
し

て
５0
0m
g

注
射

剤
（

バ
イ

ア
ル

（
１0

mL
））

筋
肉
内

約
２0
分

—
—

オ
キ

シ
メ

テ
バ

ノ
ー

ル
メ

テ
バ

ニ
ー

ル
錠

１錠
中

オ
キ

シ
メ

テ
バ

ノ
ー

ル
２m
g

錠
剤

経
口

—
—

—

ペ
チ

ジ
ン

ペ
チ

ジ
ン

塩
酸

塩
原

末
散

剤（
1g

）
経
口

—
—

—

ペ
チ

ジ
ン

塩
酸

塩
注

射
液

オ
ピ

ス
タ

ン
注

射
液

１ m
L中

ペ
チ

ジ
ン

塩
酸

塩
（
３５

mg
、
５ 0

mg
）

注
射

剤
（

ア
ン

プ
ル

（
1m

L）
）

静
注
、
皮
下
注
、

筋
注

１ 分
（
静
注
）

６ 0
分（

筋
注
）

３.
９３
±
0.
３３

時
間

（
静
注
）

３ .
２５
±
0.
7１

時
間

（
筋
注
）

—

弱
ペ

チ
ロ

ル
フ

ァ
ン

注
射

液
１m
L中

ペ
チ

ジ
ン

塩
酸

塩
３５
mg
、

レ
バ

ロ
ル

フ
ァ

ン
0.
４３

7５
mg

注
射

剤
（

ア
ン

プ
ル（

１m
L）

）
静
注
、
皮
下
注
、

筋
注

—
—

—

ペ
チ

ロ
ル

フ
ァ

ン
注

射
液

１ m
L中

ペ
チ

ジ
ン

塩
酸

塩
５0
mg
、

レ
バ

ロ
ル

フ
ァ

ン
0.
６２
５m

g
注

射
剤

（
ア

ン
プ

ル（
１m
L）

）
静
注
、
皮
下
注
、

筋
注

—
—

—

・
製
品
：
商
品
名
等
を
記
載

・
組
成
：
規
格
・
含
量
等
を
記
載

・
製
剤
：
包
装
単
位
等
を
記
載

（
各
製
品
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ム
	参

照
）


